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「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください 

   「社会に出てからも学習は必要？」 

                         学年主任 植原孝仁 

私は、教訓や名言系の TikTok を見ることが多いのですが、「社会人の平均学習時間は６分」といっている人がい

ました。本当？そんなに少ないの？その根拠となるものは何？と疑問に感じたので少し調べてみました。ネットの

情報によると、社会人の１日の平均学習時間は「６分」の他、「７分」や「１３分」と記載されているサイトもあ

り様々でした。ただ、少ないことは間違いないようです。また、出典の記載がなかったので信憑性に疑問はありま

すが、世界では、全く勉強していないという社会人が 18.8％に対し、日本は、全く勉強していないという社会人

が 52.6％だそうです。中には、実際に勉強している人の割合（行動者率）は 5％以下だというサイトもありまし

た。日本人は、勉強時間が短いのではなく、そもそも勉強している人が少ないらしいです。 

もう少し調べてみると、多くのデータは、統計局ホームページで公表されている令和３年に実施された「社会生

活基本調査」の結果のようであることが判りました。せっかくなので、根拠となるデータを探してみました。膨大

な量の Excel データがあり、探すのに苦労（調べ方が下手なだけかもしれませんが延べ１時間半くらいを要しま

した）しましたが、それらしいのが見つかりました（図は、強調したり一部のセルを非表示にしてあったりしま

す）。「有業者」の「主に仕事」の欄の「学習・自己啓発・訓練」の項目が６分になっていました。どうもこの数字

から「社会人の学習時間は６分」となったようです。根拠となるデータが示されると納得できますね。 

私が高校で教育に携わる中で感じることの１つに、勉強の目的が大学受験になっている側面が強いことがあげら

れます。このことは、日本の社会人の１日の学習時間が少ない理由になっている可能性が十分にあると思っていま

す。もちろん、受験のための努力は必要ですし、間近で頑張っている生徒を見て、受験は生徒を成長させるきっか

けになっていると感じます。しかし、本来学問には学ぶこと自体に楽しさがあるはずですし、現在の日本の教育制

度が世界的な学力調査の結果を気にしすぎるあまり、それを伝えら

れる体制になっていないように感じたりします。私にしても、もっ

と皆さんに数学の面白さを伝える努力が必要だと感じています。 

これを機に、私は少し数学以外の学習をしてみようと思いました。

必要に迫られた勉強ではなくて、「英語が話せるようになればいい

な」くらいの気持ちでです。生徒の皆さんが必死になって頑張って

いるこの機会に、刺激を受け、大人も学習を頑張ってみるというの

はいいことかもしれません。生徒の皆さんには、社会に出てからも

ぜひ学習を続けてもらいたいと願っています。 



「 Never give up 」 

                                                                    ４組副担任 向山明美 

 

寒さが厳しくなり、受験が近づいてきて、英語でも共通テストに向けてリスニングやリーディングの

問題演習に励んでいることと思います。成果は上がっていますか？ 

「リーディング」では、第５問は、ある人物の生涯といった内容が多く、さまざまな人物が登場しま

す。ほとんどは（私が）知らない人物ですが、だいたい共通していることは、失敗したり困難に直面し

ても諦めずに強い信念を持って努力を続け、最初に～をした人だったり、偉業を成し遂げ、それが評価

されて後世の人の役に立っているといった内容です。読んでいて、時には、登場人物の強い信念と、諦

めずに粘り強く努力する姿に感銘を受けることもあります。特に私は、初の女性飛行士となった人の話

が印象に残っています。女性として初めて大西洋単独横断飛行に成功するなど、さまざまな偉業を成し

遂げましたが、彼女の勇気と行動力、そして高い志に感動しました。スケールの大小はあるかもしれま

せんが、目標を持って生活することは大切なことですね。 

 ３年生の皆さんは、だんだんと受験本番が近づいてきて、不安な気持ちになっている人も多いかもし

れません。ですが、ぜひ気持ちを強く持って、受験のプレッシャーに押しつぶされることなく、最後ま

で諦めずに粘り強く努力していって欲しいと思います。体調管理にも気を付けましょう。皆さんの頑張

りに期待しています！ 

 

 

「縁」 

５組副担任 芦沢方大 

 

「もぅ～い～くつね～る～とぉ～♪お～しょ～う～が～つ～♪」なんて呑気な歌は歌ってられません

よね。失礼しました。授業中はもちろん、朝・放課後、土日も勉強に励んでいる人たち！もうひと踏ん

張りです！我々は応援やサポートしかできませんが、みんなが納得のいく結果を出すことを願っていま

す。 

さて、年の瀬になると慌ただしい中、自然とこの１年間（厳密には４月～１２月）を振り返ってしま

います。振り返ってまず思うことは、みんながもうすぐ卒業することがとても感慨深いことです。実は

私の教員人生の中で、１年生、２年生、３年生と学年を持ち上げながら生徒に関わることはみんなが初

めてでした。今までは、「もっとこの子たちに関わりたい」という気持ちがありつつも、学校を離れる

ことがほとんどで寂しい思いや悔しい思いをしていました。ですが、今回は違います。３年間みんなと

たっぷり関わったつもりです。いや、関わりました！！これでもか、というくらい絡んでしまったかも

しれません．．．ね。その結果、教室に電話すると私の声を聞いただけで「あっ、芦沢先生ですね？」と

いう子がいたり、あまり関わったことがないのに「あっしーっ！！！」と言ってくる子がいたり、「も

ういじらないでください」と言われてしまったり、良いのか悪いのか分かりませんが深く関われたのか

なと思っています。なにより、みんなが日に日に成長していく姿を間近で見られたのは教員冥利に尽き

ます。みんなの人生の３年間を共に過ごせたのもなにかの縁です。一期一会とはよく言ったものです

が、私もこの“出会い”を大切にしてこれからも教壇に立っていきたいな、とふと黄昏ていました。卒

業後にもみんなと会えるのを心待ちにしています。カラオケに行けるとイイね♪ 

 

※昨年度１月の学年通信で私はこんなことを書いていました。 

“２０２３年が始まって早くも１ヵ月が経とうとしています。気になったのでちょっと数えてみると、

みんなが２年生として学校に来る日は１月２７日現在であと３３日です。” 

本年度も気になりました。「みんなが卒業するまでに学校に来る日は１２月２２日現在であと２５日で

す。」 


